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理事長賞

　当院リハビリテーション部の廣瀬卓哉（作業療法士9年目）が日本の作業療法で最も権威のある雑誌で

ある「作業療法 41巻3号」において、2つの学術論文が同時に掲載されました。

【論文題目】

①回復期の脳卒中上肢機能訓練における信念対立の質的解明

②視覚入力による固有感覚の仮想的脳内反復付与は脳梗塞後の運動失調に影響するか？

①は、回復期の脳卒中上肢機能訓練における信念対立の構造を明らかにした新規性の高い研究であり、

かつ、回復期リハビリテーションにおける根拠に基づいた医療やその教育において有用な知見が提出され

たことから掲載となりました。

この研究は、廣瀬が吉備国際大学大学院 保健科学研究科の京極真 教授と寺岡睦 講師とともに共同で

研究を行ったものです。

②は、当院のリハビリテーションの先端機器であるKiNvisを使用し、従来ではリハビリテーションの方法論が

不足していた上肢の運動失調をもつ症例の物品操作能力の改善や、生活場面上の問題の改善を認め、

上肢の運動失調に対する治療法として、今後もKINVISの効果を検証していく価値があるものと考えられた

ことから掲載となりました。

　この研究は、廣瀬が湘南慶育病院 作業療法科長の丸山と東京都立大学 健康福祉学部の金子文成 

准教授とともに共同で研究を行ったものです。

内　容

老健施設でご利用様80名の口腔衛生管理を行い、口腔ケアについては専門性を活かし、職員達への指

導を行い、口腔についての管理の徹底は職員・ご利用様から、絶大なる信頼を寄せられています。

口腔衛生管理加算の取得や口腔衛生による新型コロナ感染予防にも貢献しており、毎月開催されるフロア

ミーティングでの伝達講習や摂食嚥下チームの一員として、摂食嚥下勉強会の開催も積極的に関りを持っ

て、全職員への教育活動にも貢献されております。

また、その活動は施設内だけにとどまらず、当老健の活躍を9月18日から開催される日本歯科衛生士学会

主催の第17回学術大会で多職種連携・地域連携部門でキラキラ介護賞を受賞したケースでもある【某介

護老人保健施設において最期まで安全に口から食べることができた終末期ケアの１症例】についてポスター

発表に演題登録しております。

常に歯科衛生士の業務だけでは無く、感染対策で重要な環境整備や下膳配膳の手伝いもしております。ま

た、ケアワーカーの急な休みで早番・遅番業務が手薄になると自分から積極的に私やりますと言って頂きい

つも助けて頂いています。ケアの早番・遅番業務も嫌な顔せずいつも明るく笑顔で行っており、常に多職種

チーム連携を意識し、ご利用者が人生の最後まで、口から食べる事を信念に活躍しています。

ライフサポートねりま 武藤　久子

老健施設でご利用者80名の口腔衛生管理を徹底して行い、職員・ご利用者から、
絶大なる信頼を寄せられています。口腔衛生管理加算の取得にも貢献し、毎月のフ
ロア会議での伝達講習・口腔ケアに関する施設内勉強会も行っています。また、摂
食嚥下チームの一員として、他職種連携も大事にしており、9月開催の学会に演題
登録もしており、施設内外で活躍もされています。常に歯科衛生士の業務だけでは
無く、多職種チーム連携を意識し、ご利用者が人生の最後まで、口から食べる事を
信念に活躍している功績。

中村　眞規

歯科衛生士業務はもちろんですが、職種間の垣根を越えて、常にご利用者の尊厳
を一番に考えて行動できる職員です。口腔衛生管理の徹底は、ご利用者の健康面
でとても重要な役割を担っています。また、施設内では摂食嚥下勉強会や口腔ケア
の勉強会を開催し職員教育にも貢献しています。それに加え、当施設の取組につい
て学会発表の演題登録も行い施設外でも活躍されています。施設内外での功績は
理事長賞に値するので推薦致します。       
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